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3-4．試料濃度の影響

標準測定条件にて各種陰イオンについて試料濃度の分

離への影響について調べました。注入量はすべて30μL

としました。

図-7に各陰イオンの検量線を示します。

図-7で示した濃度範囲では各陰イオンの相関係数は

いずれも0.999以上であり、直線近似による検量線を用

いて定量することが可能です。炭酸系溶離液での測定の

場合、厳密には、検量線にわずかな曲がりが生じるため、

広い濃度範囲にわたって検量線を作成する場合、2次関

数近似を用いる必要があります。

分離する陰イオンの濃度が増加し、カラムの適正な負

荷量を超えるとオーバーロードにより、理論段数が低下

します。試料濃度と理論段数の関係を図-8に示します。

濃度増加によるピーク面積の増加と理論段数の低下によ
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注入量

測定条件

30μL

標準
500μL
精密

F－ 0.8 0.1

Cl－ 1.3 0.2

NO2－ 2.9 0.3

Br－ 3.9 0.5

NO3－ 3.5 0.5

HPO42－ 8.2 1.9

SO42－ 3.4 0.8

図-6 試料注入量の影響（精密測定条件）

〈測定条件〉注入量以外は精密測定条件（図-2）と同じ。

ピークNo. イオン種
濃度（μg/L）

30μL 100μL 500μL

1 F－ 5 1.25 0.25

2 Cl－ 5 2.5 0.5

3 NO2－ 15 3.75 0.75

4 Br－ 25 6.25 1.25

5 NO3－ 25 6.25 1.25

6 HPO42－ 100 25 5.0

7 SO42－ 40 10 2.0

図-7 検量線

イオン種 濃度範囲 近似式係数 （y＝ax＋b） 相関係数

mg/L a b r

F－ 0.1－10 17.04 －1.311 1,000

Cl－ 0.1－10 12.50 －1.719 0.999

Br－ 0.5－50 5.546 －3.775 0.999

NO2－ 0.5－50 7.525 －3.352 1,000

NO3－ 0.5－50 7.444 －6.262 0.999

HPO42－ 1－50 3.637 －3.615 1,000

SO42－ 0.5－50 9.688 －7.786 0.999

表-2 検出限界値（μg/L、S/N＝3）




